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(57)【要約】
【課題】　ワンタッチ連結式バックルの装着時に、腹部
に加わる抵抗を軽減できるベルト長さ微調整機構を有し
た安全ベルトを提供する。
【解決手段】　ワンタッチ連結式バックルのソケット本
体６１の基部に、安全ベルト長を長短位置で任意選択す
るベルト長さ調節部２を設けることにより、作業者が安
全ベルトを装着した状態でベルト長さの調節が容易に行
える。この調整を行うことにより、装着時に作業者の腹
部に加わる抵抗が軽減される。また、ベルトを直に調整
することなく金具を調節することにより、ベルトの摺接
による損傷が避けられる。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タングプレートと、このタングプレートが連結可能なソケット本体とから成る連結式の
バックルを備えた安全ベルトであって、
　前記タングプレートをベルトの一端に連結し、前記ベルトの他端を移動軸に連結し、
　前記ソケット本体に調節保持部を設け、
　前記移動軸を、前記調節保持部内に、遊回動可能に配置し、
　前記ソケット本体と前記タングプレートが連結されて構成される安全ベルト装着状態に
おいて、前記移動軸が遊回動することにより、前記安全ベルト長を長短位置で任意選択す
るベルト長さ調整部を設けたことを特徴とする腹圧抵抗軽減機能付きバックルを備えた安
全ベルト。
【請求項２】
　請求項１に記載の安全ベルト（１）であって、
　上記ベルト長さ調整部（２）は、移動軸（１１）と、
コの字状に折曲して形成し、その対向するコの字折曲立片に一対の移動軸連結孔（１３２
）と一対の遊回動軸連結孔（１３３）とを設け、そのコの字折曲底面に係合孔（１３１）
を設けた調節金具（１３）と、
コの字状に折曲して形成し、その対向するコの字折曲立片に一対の長孔（１２１）を設け
、そのコの字折曲底面に突起（１２２）を設けた調節保持部（１２）と、を備え、
　上記タングプレート（７１）を上記ベルト（５１）の一端に連結し、前記ベルト（５１
）の他端を前記移動軸（１１）に連結し、
前記移動軸（１１）を、前記調節金具（１３）の前記移動軸連結孔（１３２）に軸止し、
　前記調節保持部（１２）と前記調節金具（１３）とを、前記調節金具（１３）の遊回動
軸連結孔（１３３）と前記調節保持部（１２）の前記長孔（１２１）で、前記調節金具（
１３）が遊回動するように軸止（１４）し、
　上記ソケット本体（６１）と前記タングプレート（７１）とが連結されて構成される安
全ベルト装着状態において、前記調節金具（１３）のコの字部分が前記調節保持部（１２
）のコの字部分に内重合するように、前記調節金具（１３）が回動し、前記調節保持部（
１２）の突起（１２２）が前記調節金具（１３）の係合孔（１３１）内に係合するように
、前記調節金具（１３）が遊動した前記安全ベルト装着状態長さが最短である前記ベルト
長さ調整部（２）の短位置と、
前記調節金具（１３）のコの字部分と前記調節保持部（１２）のコの字部分とが対向する
前記安全ベルト装着状態長さが最長である前記ベルト長さ調整部（２）の長位置と、を有
することを特徴とする腹圧抵抗軽減機能付きバックルを備えた安全ベルト。
【請求項３】
　請求項１に記載の安全ベルト（１）であって、
　上記ベルト長さ調整部（２）は、移動軸（２１）と、
コの字状に折曲して形成し、その対向するコの字折曲立片に一対の長孔（２２１）と一対
のロック金具連結用丸穴（２２２）とを設けた調節保持部（２２）と、
コの字状に折曲して形成し、その対向するコの字折曲立片に一対の調節保持部連結用丸穴
（２４１）と一対の鉤状の切り込み（２４２）とを設けたロック金具（２４）と、
を備え、
　上記タングプレート（７１）を上記ベルト（５１）の一端に連結し、前記ベルト（５１
）の他端を前記移動軸（２１）に連結し、
　前記移動軸（２１）を、前記調節保持部（２２）の前記長孔（２２１）に、遊動するよ
うに軸止し、
　前記ロック金具（２４）と前記調節保持部（２２）とが、それぞれのコの字部分が内向
するようにして固定軸（２３）で軸止し、前記固定軸（２３）にバネ（２５）を設け、こ
のバネ（２５）で前記ロック金具（２４）のコの字折曲立片が前記調節保持部（２２）の
長孔（２２１）を遮蔽する方向に付勢させて、
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　上記ソケット本体（６１）と前記タングプレート（７１）が連結されて構成される安全
ベルト装着状態において、移動軸（２１）が前記ロック金具（２４）の鉤状の切り込み（
２４２）に係合し、短状態ロック位置（２２１Ｓ）に位置固定する前記安全ベルト装着状
態長さが最短である前記ベルト長さ調整部（２）の短位置と、
前記ロック金具（２４）の開放により前記移動軸（２１）が遊動し、長状態ロック位置（
２２１Ｌ）に位置固定する前記安全ベルト装着状態長さが最長である前記ベルト長さ調整
部（２）の長位置と、を有することを特徴とする腹圧抵抗軽減機能付きバックルを備えた
安全ベルト。
【請求項４】
　請求項１に記載の安全ベルト（１）であって、
　上記ベルト長さ調整部（２）は、調節金具（３３）を固着した移動軸（３１）と、
コの字状に折曲して形成し、その対向するコの字折曲立片に一対の移動軸スライド孔（３
２１）を設けた調節保持部（３２）と、を備え、
　上記タングプレート（７１）を上記ベルト（５１）の一端に連結し、前記ベルト（５１
）の他端を前記調節金具（３３）に連結し、
　前記調節保持部（３２）の移動軸スライド孔（３２１）は、軸穴部（３２２）と、軸穴
部（３２２）とを、前記移動軸（３１）の直径（Ａ）より小さい溝幅（Ｃ）で連結した細
溝部（３２３）で形成されており、
　前記移動軸（３１）の両端部は、丸軸の中心線で対向するように切り込みを設けた二面
円弧二面平行断面（Ｂ）であり、
　前記移動軸（３１）は、前記調節保持部（３２）の移動軸スライド孔（３２１）の軸穴
部（３２２）に回動可能に軸止されており、
　前記調節保持部（３２）の細溝部（３２３）の溝幅（Ｃ）は、前記移動軸（３１）の二
面円弧二面平行断面の平行断面（Ｂ）より大きく、かつ、前記移動軸（３１）の直径（Ａ
）より小さい寸法であり、
　上記ソケット本体（６１）と前記タングプレート（７１）が連結されて構成される安全
ベルト装着状態において、前記移動軸（３１）が、移動軸スライド孔（３２１）の前記ソ
ケット本体（６１）側の短状態ロック位置（３２１Ｓ）に位置した前記安全ベルト装着状
態長さが最短である前記ベルト長さ調整部（２）の短位置と、
前記調節金具（３３）を回動させて前記移動軸（３１）の二面円弧二面平行断面の平行面
と前記調節保持部（３２）の細溝部（３２３）を平行にして、前記移動軸（３１）を前記
短位置より遊動させ、移動軸スライド孔（３２１）の前記ソケット本体（６１）との反対
側の長状態ロック位置（３２１Ｌ）に位置した前記安全ベルト装着状態長さが最長である
前記ベルト長さ調整部（２）の長位置と、を有することを特徴とする腹圧抵抗軽減機能付
きバックルを備えた安全ベルト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主として高所作業において使用する安全ベルトに関するものであり、特には
連結式のバックルを備えた安全ベルトに関する。
【背景技術】
【０００２】
　高所作業者用の安全ベルトを構成するバックルとして「ワンタッチバックル」と呼ばれ
る自動車のシートベルト用バックルと同様なワンタッチ連結式のものがある。このワンタ
ッチ連結式は、他の引き通し式又は折り返し式に比べ、安全ベルトの着脱が容易である。
【０００３】
　一般的に安全ベルトは工事現場等で個人貸与されることが多く、このワンタッチバック
ル付き安全ベルトの使用者は、ベルト５１の折り返しを利用した折り返しバックル部７２
により、使用開始時に自分の体型に合わせて安全ベルトの胴ベルトの長さを調整し、その
後、このベルト長さの調整を頻繁に行うことは少ない。そのため、このワンタッチバック
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ル付き安全ベルトは、着脱は容易であるが、ベルト長さの調整は多少面倒であっても問題
ではなかった。
　しかしながら、ベルト長さの調整が容易に行えないため、何度も屈むような作業、また
食後の作業において、使用者は腹部の圧迫を感じることが多い。このような場合、安全ベ
ルトを装着した状態で、容易にベルト長さの調整ができることが望ましい。
【０００４】
　この高所作業者用の安全ベルト使用の主たる目的は、万一作業員が転倒、落下したとき
に、その転倒、落下を阻止するものであり、その衝撃荷重に耐えうる強度が要求される。
また通常の作業時において、作業者はそれぞれの作業に必要な工具等を携帯するための作
業用ベルトとして使用されている。
【０００５】
　従来のベルト長さが容易に調整できるワンタッチバックル付き安全ベルトとしては、実
用新案登録第３１０６０７５号のものがある。
　これは、ワンタッチ連結式と引き通し式のバックルを２ケ並列に配置したものである。
　しかしながら前記従来品は、ベルト長さを長期間同じ位置で使用した場合、ベルトに癖
がつき、微調整ができ難くなってしまう。また、バックルを２ケ並列に配置したことによ
り、バックルの全長が長くなり装着性の悪いものであった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実用新案登録第３１０６０７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする主な問題点は、従来のワンタッチバックル付き安全ベルト並
びに従来のベルト長さの調整機能付きのワンタッチバックル付き安全ベルトでは、ベルト
長さの調整が容易にできない点である。
【０００８】
　特許文献１に記載の安全ベルトの問題点は、ベルト長さの調節は容易であるが、ベルト
長さを長期間同じ位置で使用した場合、ベルトに癖がつき、調整ができ難くなってしまう
点である。また、バックルを２ケ並列に配置したことにより、バックルの全長が長くなり
装着性の悪い点である。
【０００９】
　そこで本発明は、使用期間に影響されることなくベルト長さの調整が容易にできること
により腹圧抵抗を軽減する機能を有し、かつ装着性の良いバックルを備えた安全ベルトの
提供を目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明は、従来のワンタッチ連結式のバックルの基部に、
ベルト長さを調整できる調節部を設けるものである。
　その構造として、ベルトに連結され、調整保持部に軸止された移動軸を遊動又は回動さ
せることにより、この移動軸の位置を変動させ、ベルト長さを長短位置に任意選択するも
のである。
【００１１】
　前記調節作業を容易に行うため、また、作業者が安全ベルトを装着した状態で実施でき
るように、ワンタッチ連結式のバックルの基部にこの調節部を配置し、ベルト長さの短位
置での位置固定用のロック機構を設けるものである。
【発明の効果】
【００１２】
　前記ワンタッチ連結式のバックルの、ソケット本体６１とタングプレート７１が連結さ
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れて構成される安全ベルト装着状態において、移動軸の位置を変動させることにより、安
全ベルト装着状態における安全ベルトの全長を長短位置に変動させることができる。
【００１３】
　本発明の安全ベルトは、作業者が安全ベルトを装着した状態で、ベルト長さの調整が容
易にできる。この調整を行うことにより、何度も屈むような作業、また食後の作業におい
ての腹圧抵抗が軽減される。
　前記調節部は、ベルト自体を直接に長さ調整するものではないので、ベルトに癖がつき
調整ができ難くなってしまう、といった使用期間に影響を受けることがない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る安全ベルト１が示された正面図及び側面図であ
る。
【図２】図２は、本発明の実施例１に係る腹圧抵抗軽減機能付きの連結式バックルのベル
ト長さ調整部２が、ベルト長さの「長状態」で示された正面図及び側面図である。
【図３】図３は、本発明の実施例１に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短状態
」で示された部分断面の正面図である。
【図４】図４は、本発明の実施例１に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短状態
」で示された部分断面の側面図である。
【図５】図５は、本発明の実施例１に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短状態
」で示された部分断面の背面図である。
【図６】図６は、本発明の実施例１に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「長状態
」で示された側面の断面図である。
【図７】図７は、本発明の実施例１に係るベルト長さ調整部２が、調節金具１３の「回動
状態」で示された側面の断面図である。
【図８】図８は、本発明の実施例１に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短状態
」で示された側面の断面図である。
【図９】図９は、本発明の実施例２に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短状態
」で示された正面図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施例２に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短
状態」で示された部分断面の側面図である。
【図１１】図１１は、本発明の実施例２に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短
状態」で示された背面図である。
【図１２】図１２は、本発明の実施例２に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短
状態」で示された側面図である。
【図１３】図１３は、本発明の実施例２に係るベルト長さ調整部２が、ロック金具２４の
「回動状態」で示された側面図である。
【図１４】図１４は、本発明の実施例２に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「長
状態」で示された側面図である。
【図１５】図１５は、本発明の実施例３に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短
状態」で示された正面図である。
【図１６】図１６は、本発明の実施例３に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短
状態」で示された側面図である。
【図１７】図１７は、本発明の実施例３に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短
状態」で示された背面図である。
【図１８】図１８は、本発明の実施例３に係る調節保持部３２の側面図である。
【図１９】図１９は、本発明の実施例３に係る移動軸３１の正面図及び側面の断面図であ
る。
【図２０】図２０は、本発明の実施例３に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短
状態」で示された部分断面の側面図である。
【図２１】図２１は、本発明の実施例３に係るベルト長さ調整部２が、移動軸３１の「遊
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動状態」で示された部分断面の側面図である。
【図２２】図２２は、本発明の実施例３に係るベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「長
状態」で示された部分断面の側面図である。
【図２３】図２３は、従来の連結式のバックルを備えた安全ベルトの装着状態を示す正面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　＜腹圧抵抗軽減機能付きの連結式バックルを備えた安全ベルトの構成＞
　以下、図面を参照しつつ本発明に係る実施の形態について説明する。図１(ａ)及び図１
(ｂ)は、本発明の実施形態に係る安全ベルト１が示された正面図及び側面図である。この
安全ベルト１は、ベルト５１と、ソケット本体６１と、タングプレート７１と、折り返し
バックル部７２と、ベルト長さ調整部２と、から構成される。この安全ベルト１の装着時
は、このソケット本体６１とタングプレート７１とが連結される。使用者は、ベルト５１
の折り返しを利用した折り返しバックル部７２により、使用開始時に自分の体型に合わせ
て安全ベルト１の長さを調整し、その後このベルト長さの調整を頻繁に行うことは少ない
。
【実施例１】
【００１６】
　以下、本発明の実施例１について説明する。図２(ａ)及び図２(ｂ)は、本発明の実施例
１に係る腹圧抵抗軽減機能付きの連結式バックルのベルト長さ調整部２が、ベルト長さの
「長状態」で示された正面図及び側面図である。図３、図４及び図５は、本発明の実施例
１に係る腹圧抵抗軽減機能付きの連結式バックルのベルト長さ調整部２が、ベルト長さの
「短状態」で示された部分断面の正面図、側面図及び背面図である。このベルト長さ調整
部２は、移動軸１１と、調節保持部１２と、調節金具１３と、遊回動軸１４，１４と、を
備えている。
【００１７】
　図６、図７及び図８は、本発明の実施例１に係るベルト長さ調整部２が、ソケット本体
６１とタングプレート７１が連結されて構成される安全ベルト装着状態におけるベルト長
さの「長状態」、調節金具１３の「回動状態」並びにベルト長さの「短状態」で示された
側面の断面図である。図２(ａ)及び図６に示すように、ベルト５１はその一端を、移動軸
１１を介して縫着することにより、連結されている。
また、図１(ａ)及び図１(ｂ)に示すように、ベルト５１は他端を折り返しバックル部７２
連結されている。この折り返しバックル部７２はタングプレート７１と一体で形成されて
いる。本実施形態で、この折り返しバックル部７２は、タングプレート７１と一体で形成
されているが、別体で形成してベルト５１の中間部に設けてもよい。
【００１８】
　図２(ａ)、図２(ｂ)、図５及び図６に示すように、調節保持部１２は、板材をコの字状
に折曲して形成されており、そのコの字折曲立片にそれぞれ対向するように一対の長孔１
２１が設けられている。また、そのコの字折曲底面に突起１２２が設けられている。この
調節保持部１２は、ソケット本体６１の、タングプレート７１が連結される部分と対峙す
る側の基部にリベット止めで固定されている。本実施形態では、別体で形成しリベット止
めで固定しているが、溶接で固定してもよく、また、ソケット本体６１と一体で形成して
もよい。
【００１９】
　図２(ａ)及び図６に示すように、調節金具１３は板材をコの字状に折曲して形成されて
おり、その対向するコの字折曲立片に一対の移動軸連結孔１３２と一対の遊回動軸連結孔
１３３とが設けられている。また、そのコの字折曲底面に係合孔１３１設けられている。
【００２０】
　前記一対の移動軸連結孔１３２に移動軸１１が軸止されている。図６において、移動軸
１１を軸止する際に、コの字状折曲面の間隔を保持するために鋼管材で形成したスペーサ
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ーカラー１１１を配置しているが、このスペーサーカラー１１１は必須ではない。
　また、遊回動軸連結孔１３３，１３３と、調節保持部１２の長孔１２１，１２１とを、
遊回動軸１４，１４で、調節金具１３と調節保持部１２のそれぞれのコの字部分が内向す
るように、また調節金具１３が遊回動するように軸止されている。
【００２１】
　図８は、調節金具１３が遊回動軸１４，１４を中心として回動した後、調節金具１３が
遊回動軸１４，１４により調節保持部１２の長孔１２１，１２１を遊動し、調節保持部１
２の突起１２２が調節金具１３の係合孔１３１に係合して、移動軸１１の位置が固定され
た状態を示している。この位置で、ソケット本体６１とタングプレート７１が連結されて
構成される安全ベルト装着状態において、安全ベルト長さは最短となる。この位置を前記
ベルト長さ調整部２の「短位置」とし、この状態を安全ベルト長さの「短状態」とする。
【００２２】
　尚、本実施形態では、調節保持部１２に突起１２２を設け、調節金具１３に係合孔１３
１を設けて係合させる方法であるが、調節保持部１２に係合孔を設け、調節金具１３に突
起を設けてもよく、その効果は同じである。
　また、図３に示すように、係合孔１３１は角穴であるが、丸穴、長丸穴など、調節保持
部１２の突起１２２が係合する穴であればよい。
【００２３】
　図７は、調節金具１３が遊回動軸１４，１４を中心として回動し、調節金具１３が遊回
動軸１４，１４により調節保持部１２の長孔１２１，１２１を遊動する状態を示している
。この状態を調節金具１３の「回動状態」とする。
【００２４】
　図６は、安全ベルト長さの「短状態」と反対方向に、調節金具１３が遊回動軸１４，１
４を中心として回動し、調節金具１３が遊回動軸１４，１４により調節保持部１２の長孔
１２１，１２１を遊動し係合が解かれた位置を示している。この位置で、ソケット本体６
１とタングプレート７１が連結されて構成される安全ベルト装着状態において、安全ベル
ト長さは最長となる。この位置を前記ベルト長さ調整部２の「長位置」とし、この状態を
安全ベルト長さの「長状態」とする。
【００２５】
　図２３は、従来の連結式のバックルを備えた安全ベルトの装着状態を示す正面図である
。この、ソケット本体６１とタングプレート７１が連結されて構成される安全ベルト装着
状態において、安全ベルト１に装備したランヤードや工具等の重量並びに装着者の腹圧に
より、安全ベルト１には、常時ベルト５１の長手方向に引張荷重が加わる。従って、ベル
ト長さ調整部２は、ベルト長さの「短状態」において、移動軸１１の位置を固定する必要
があるが、ベルト長さの「長状態」においては、移動軸１１の位置固定は必須ではない。
【００２６】
　図６、図７及び図８に示す移動軸１１位置を変動させて、ベルト長さの「長状態」、調
節金具１３の「回動状態」並びにベルト長さの「短状態」とするベルト長さ調整動作は、
使用者が安全ベルト１を装着した状態で行える。従って、使用者は腹部の圧迫を感じたと
き、そのベルト長を長短位置に任意選択できるため、本発明のバックルは腹圧抵抗軽減機
能を有している。
【００２７】
　本発明のベルト長さ調整方法は、従来の引き通し式又は折り返し式のバックルのように
、直接ベルト５１を調整する手法ではない。従って、ベルト長さを長期間同じ位置で使用
したことによりベルトに癖がつき、調整ができなくなることがない。
【実施例２】
【００２８】
　以下、本発明の実施例２について説明する。上記実施例１と説明の重複する部分につい
ては同一の符号を付して説明を省略し、実施例１に対し、実施例２のうち差異を有する構
造のみについて説明する。



(8) JP 2011-120663 A 2011.6.23

10

20

30

40

50

【００２９】
　図９、図１０及び図１１は、本発明の実施例２に係る腹圧抵抗軽減機能付きの連結式バ
ックルのベルト長さ調整部２が、ソケット本体６１とタングプレート７１が連結されて構
成される安全ベルト装着状態におけるベルト長さの「短状態」で示された正面図、部分断
面の側面図及び背面図である。このベルト長さ調整部２は、移動軸２１と、調節保持部２
２と、固定軸２３と、ロック金具２４と、バネ２５と、を備えている。図１０に示すよう
に、ベルト５１はその一端を、移動軸２１を介して縫着することにより連結されている。
また、ベルト５１の他端は、実施例１と同じようにタングプレート７１と一体で形成され
た折り返しバックル部７２に連結されている。
【００３０】
　図１２、図１３及び図１４は、本発明の実施例２に係る腹圧抵抗軽減機能付きの連結式
バックルのベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短状態」、ロック金具２４の「回動状
態」並びにベルト長さの「長状態」で示された側面図である。
ここで、実施例１と同様に、ソケット本体６１とタングプレート７１が連結されて構成さ
れる安全ベルト装着状態において、安全ベルト装着状態長さが最短の位置をベルト長さ調
整部２の「短位置」とし、この状態をベルト長さの「短状態」とする。同様に、安全ベル
ト装着状態長さが最長の位置をベルト長さ調整部２の「長位置」とし、この状態をベルト
長さの「長状態」とする。また、「短状態」から「長状態」へ、「長状態」から「短状態
」へと、移動軸２１が遊動するためにロック金具２４が回動する状態を、ロック金具２４
の「回動状態」とする。
【００３１】
　図９及び図１０に示すように、調節保持部２２は、板材をコの字状に折曲して形成され
ており、そのコの字折曲立片にそれぞれ対向するように一対の長孔２２１と一対のロック
金具連結用丸穴２２２が設けられている。この調節保持部２２は、ソケット本体６１の、
タングプレート７１が連結される部分と対峙する側の基部にリベット止めで固定されてい
る。
【００３２】
　図９乃至図１４に示すように、ロック金具２４は、板材をコの字状に折曲して形成され
ており、そのコの字折曲立片にそれぞれ対向するように一対の調節保持部連結用丸穴２４
１と一対の鉤状の切り込み２４２が設けられている。
【００３３】
　前記移動軸２１は、調節保持部２２の一対の長孔２２１に、遊動するように軸止されて
いる。
また、調節保持部２２とロック金具２４は、それぞれのコの字部分が内向するようにして
、固定軸２３で、ロック金具２４が回動するように軸止されている。
【００３４】
　図９及び図１０に示すように、固定軸２３にバネ２５が設けられており、このバネ２５
はロック金具２４のコの字折曲立片が、調節保持部２２の長孔２２１を遮蔽する方向に付
勢している。
【００３５】
　図１２に示すように、移動軸２１は、長孔２２１の短状態ロック位置２２１Ｓに位置し
、ロック金具２４の鉤状の切り込み２４２に係合し、ロック作動状態となる。
ソケット本体６１とタングプレート７１が連結されて構成される安全ベルト装着状態にお
いて、安全ベルト１にベルト５１の長手方向の引張荷重が加わったとき、移動軸２１は切
り込み２４２への係合により、位置は変動しない。また、ロック金具２４はバネ２５によ
り付勢されており、容易にロックが解除されることはない。
【００３６】
　図１３に示すように、ロック金具２４を、バネ２５の付勢と反対方向に回動させること
によりロックが解除され、ロック金具２４は開放状態となり、移動軸２１は、長孔２２１
を遊動可能となる。
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【００３７】
　図１４に示すように、移動軸２１は、長孔２２１の長状態ロック位置２２１Ｌに位置し
ている。ソケット本体６１とタングプレート７１が連結されて構成される安全ベルト装着
状態において、安全ベルト１にはベルト５１の長手方向の引張荷重が加わるため、移動軸
２１は長状態ロック位置２２１Ｌに位置する。更に、ロック金具２４のコの字折曲立片の
調節保持部連結用丸穴２４１と対峙する側の端部と接触することにより、この長状態ロッ
ク位置２２１Ｌにおいてもロック作動状態となる。
【００３８】
　図１２、図１３及び図１４に示す移動軸２１の位置を変動させて、ベルト長さの「長状
態」、ロック金具２４の「回動状態」並びにベルト長さの「短状態」とするベルト長さ調
整動作は、使用者が安全ベルト１を装着した状態で行える。従って、使用者は腹部の圧迫
を感じたとき、そのベルト長を長短位置に任意選択できるため、本発明のバックルは腹圧
抵抗軽減機能を有している。
【００３９】
　また、本実施形態のベルト長さ調整部は、実施する際の大きさを考慮して長短位置の２
段階の調整であるが、ロック金具２４の切り込み２４２を複数個設け、３段階、４段階と
してもよい。
【実施例３】
【００４０】
　以下、本発明の実施例３について説明する。上記実施例１及び上記実施例２と説明の重
複する部分については同一の符号を付して説明を省略し、実施例１及び実施例２に対し、
実施例３のうち差異を有する構造のみについて説明する。
【００４１】
　図１５、図１６及び図１７は、本発明の実施例３に係る腹圧抵抗軽減機能付きの連結式
バックルのベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短状態」で示された正面図、側面図及
び背面図である。このベルト長さ調整部２は、移動軸３１と、調節保持部３２と、調節金
具３３と、を備えている。図１５に示すように、ベルト５１はその一端を、調節金具３３
のベルト連結長孔３３１を介して縫着することにより連結されている。
また、ベルト５１の他端は、実施例１と同じようにタングプレート７１と一体で形成され
た折り返しバックル部７２に連結されている。
【００４２】
　図１５及び図１６に示すように、調節金具３３はコの字状に折曲した板材と移動軸取付
部３３２から成り、移動軸３１に固着されている。
本実施形態において調節金具３３はコの字に折曲されているが、これは曲げ強度を向上さ
せるためのもので、板厚を厚くする、補強の絞り加工を施す等の方法により、コの字に折
曲することは必須ではない。
【００４３】
　図１８は、本発明の実施例３に係る調節保持部３２の側面図である。図１７及び図１８
に示すように、調節保持部３２は、板材をコの字状に折曲して形成されており、その対向
するコの字折曲立片に一対の移動軸スライド孔３２１が設けられている。この移動軸スラ
イド孔３２１は、軸穴部３２２と、軸穴部３２２とを、移動軸３１の直径（Ａ）より小さ
い溝幅（Ｃ）で連結した細溝部３２３で形成されている。
【００４４】
　図１５乃至図１７に示すように、移動軸３１は、調節保持部３２の一対の移動軸スライ
ド孔３２１に、軸穴部３２２の位置で回動するように軸止されている。本実施形態ではリ
ベット状にかしめているが、移動軸３１が回動するように軸止されればよい。
【００４５】
　図１９（ａ）及び図１９（ｂ）は、本発明の実施例３に係る移動軸３１の正面図及び側
面の断面図（Ｘ－Ｘ断面）である。図１９（ａ）に示すように、この移動軸３１の両端部
は、調節保持部３２に軸止されて調節保持部３２のコの字状折曲面と接触する部分に、切
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り込みが設けられている。この切り込み幅は、調節保持部３２の板厚の１．５倍程度が望
ましいが、広くともよい。
また、この切り込み部の形状は、図１９（ｂ）に示すように、丸軸の中心線で対向するよ
うに切り込みを設けた二面が円弧で二面が平行の断面形状を有する二面円弧二面平行断面
形状であり、その切り込み後の寸法は（Ｂ）である。
【００４６】
　ここで、調節保持部３２の細溝部３２３の溝幅（Ｃ）は、移動軸３１の二面円弧二面平
行断面の平行断面（Ｂ）より大きく、かつ、移動軸３１の直径（Ａ）より小さい寸法であ
る。従って、調節金具３３を回動させ、移動軸３１の二面円弧二面平行断面の平行面と調
節保持部３２の細溝部３２３を平行にすれば、移動軸３１は移動軸スライド孔３２１内を
遊動可能となる。
尚、調節金具３３を移動軸３１に固着するとき、作業員の安全ベルト装着状態において、
安全ベルト１にベルト５１の長手方向の引張荷重が加わったとしても、移動軸３１が移動
軸スライド孔３２１内を遊動しない角度で、調節金具３３は移動軸３１に固着されている
。また、前記二面円弧二面平行断面の平行断面部は、その最大寸法が調節保持部３２の細
溝部３２３の溝幅（Ｃ）より小さければ平行断面でなくともよい。
【００４７】
　図２０、図２１及び図２２は、本発明の実施例３に係る腹圧抵抗軽減機能付きの連結式
バックルのベルト長さ調整部２が、ベルト長さの「短状態」、移動軸３１の「遊動状態」
並びにベルト長さの「長状態」で示された部分断面の側面図である。
ここで、実施例１と同様に、ソケット本体６１とタングプレート７１が連結されて構成さ
れる安全ベルト装着状態において、安全ベルト装着状態長さが最短の位置をベルト長さ調
整部２の「短位置」とし、この状態をベルト長さの「短状態」とする。同様に、安全ベル
ト装着状態長さが最長の位置をベルト長さ調整部２の「長位置」とし、この状態をベルト
長さの「長状態」とする。また、「短状態」から「長状態」へ、「長状態」から「短状態
」へと、移動軸３１が遊動する状態を、移動軸３１の「遊動状態」とする。
【００４８】
　図２０に示すように、移動軸３１は、移動軸スライド孔３２１の短状態ロック位置３２
１Ｓに位置し、移動軸３１の切り込み部の角度は移動軸スライド孔３２１内を遊動しない
角度であり、ロック作動状態となる。このとき、ソケット本体６１とタングプレート７１
が連結されて構成される安全ベルト装着状態において、安全ベルト１にベルト５１の長手
方向の引張荷重が加わったとき、移動軸３１の位置は変動しない。
【００４９】
　図２１に示すように、調節金具３３を回動させ、移動軸３１の二面円弧二面平行断面の
平行面と調節保持部３２の細溝部３２３を平行にすれば、移動軸３１は移動軸スライド孔
３２１内を遊動可能となる。
【００５０】
　図２２に示すように、移動軸３１は、移動軸スライド孔３２１の長状態ロック位置３２
１Ｌに位置し、移動軸３１の切り込み部の角度は移動軸スライド孔３２１内を遊動しない
角度であり、ロック作動状態となる。
ソケット本体６１とタングプレート７１が連結されて構成される安全ベルト装着状態にお
いて、安全ベルト１にベルト５１の長手方向の引張荷重が加わったとき、移動軸３１の位
置は変動しない。
【００５１】
　図２０、図２１及び図２２に示す移動軸３１の位置を変動させて、ベルト長さの「長状
態」、移動軸３１の「遊動状態」並びにベルト長さの「短状態」とするベルト長さ調整動
作は、使用者が安全ベルト１を装着した状態で行える。従って、使用者は腹部の圧迫を感
じたとき、そのベルト長を長短位置に任意選択できるため、本発明のバックルは腹圧抵抗
軽減機能を有している。
【００５２】
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　また、本実施形態のベルト長さ調整部は、実施する際の大きさを考慮して長短位置の２
段階の調整であるが、移動軸スライド孔３２１の軸穴部３２２を複数個設け、３段階、４
段階としてもよい。
【符号の説明】
【００５３】
　１　安全ベルト
　２　ベルト長さ調整部
　１１　移動軸
　１１１　スペーサーカラー
　１２　調節保持部
　１２１　長孔
　１２２　突起
　１３　調節金具
　１３１　係合孔
　１３２　移動軸連結孔
　１３３　遊回動軸連結孔
　１４　遊回動軸
　２１　移動軸
　２２　調節保持部
　２２１　長孔
　２２１Ｓ　短状態ロック位置
　２２１Ｌ　長状態ロック位置
　２２２　ロック金具連結用丸穴
　２３　固定軸
　２４　ロック金具
　２４１　調節保持部連結用丸穴
　２４２　切り込み
　２５　バネ
　３１　移動軸
　３２　調節保持部
　３２１　移動軸スライド孔
　３２１Ｓ　短状態ロック位置
　３２１Ｌ　長状態ロック位置
　３２２　軸穴部
　３２３　細溝部
　３３　調節金具
　３３１　ベルト連結長孔
　３３２　移動軸取付部
　５１　ベルト
　６１　ソケット本体
　７１　タングプレート
　７２　折り返しバックル部　
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